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象に該当する 1 万 kW 以上の事業を「第一種事業」とし，






























































　2017 年 3 月現在，日本の風力発電施設は総設備容量約
336 万 kW, 設置基数 2,203 基である。1 万 kW 以上のサイ
トは 117 サイト（2013 年現在）存在する。本研究では，サ
イト総出力規模 7,500 kW 以上～1 万 kW 未満，1 万 kW 以
上～2 万 kW 未満，2 万 kW 以上～3 万 kW 未満，3 万 kW
以上～5 万 kW 未満，5 万 kW 以上から立地環境（平地・
山地）ごとに原則 2 サイトを選定した。その結果，既存の
東北地方 5 サイト，東海地方・北陸地方 2 サイト，中国地










年 4・5 月（春季），2017 年 7・8 月（夏季），2016 年 10・









　印象評価実験は 2017 年 11 月 27 日～29 日の 3 日間に 3
時間×5 回実施した。被験者は，派遣会社を介して募集し





直方向約 60 度，水平方向約 110 度）に近づけた状態で画
像を投影した（図 1）。被験者には 1 撮影地点（以下，サン
プル）につき四季の画像を 1 季あたり 40 秒ずつ提示した。
　サンプルは調査対象サイトの気候や土地利用等に留意
し，9 サイト 117 件の撮影画像から評価実験用サンプル 22
地点（1～3 地点/1 サイト）の四季画像各 4 件（計 88 件）
を抽出した。
⑶　形容詞対の選定






18 項目の形容詞対を用いて，2017 年 6 月 6 日に 8 名を対
象に予備評価実験を実施した。形容詞対間の相関関係をも
とに類似する形容詞対を整理し，印象評価実験に用いる形





















































Ⅰ～Ⅳの 4 つのクラスターに分類できた（表 6）。
　四季の画像が同一クラスター内に位置するサンプルはな
かった。ただし同一クラスター内に 2 季が位置するサンプ


















































角 4 度以上，水平視野角 4 度以上，風車群の水平視野角 7
度以上の傾向であった。
⑸　意味空間とクラスターの関係




















































































































































Summary：Recently  the  accelerated  introduction  of wind-generated  electricity  facilities  has been 
demanded in Japan.   In this regard,  it  is necessary to shorten the period of the Environmental Impact 
Assessment.  We obtained the basic data of the impression evaluation of those wind-generated electricity 
facilities with  change  in  the  four  seasons.    In  this  study, we carried out  an  impression evaluation 
experiment of each facility.  The results showed that the characteristic of the impressions were clarified 
every season.    It became clear  that spring,  summer,  fall  and  the  impression of  the winter season all 
showed a difference.
Key words：wind power generation facility, seasonal change, environmental impact assessment, scenery, 
subjective impression
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